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「分子イメージング・マイクロドーズ（第０相）臨床試験体制を擁する分子標的治療研究・教育拠点の構築」事業
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有・ eq \o\ac(○,無)
	 eq \o\ac(○,可)・否

	区分
	１．機器開発，２．がん，３．炎症・再生，４．脳機能， eq \o\ac(○,5)．その他　
	登録(該当区分に○)
	 eq \o\ac(○,1)．分子イメージングコース
２．それ以外の分野
	主任教授氏名・印
	　榎本　秀一　印

	区分
(該当区分に○)
	
Phase 0：　実現可能かどうかの提案，イメージング実験が可能かの研究相談，基礎的アプローチ．
Phase I：　Phaseゼロの具体性が出たイメージング準備研究．研究期間：1年～2年．PET使用含まず．
Phase II：　Phase Iを終え、成果の出始めた実現性の高いもの．PETなどの専門家の共同研究体制が確立している．研究期間：1年～2年．PET/SPECTの使用1～2回程度．

Phase III：Phase IIレベルを終え，具体的な合成行程を含めて完成度が高く，本格的研究に入っているもの．研究期間：1年～3年　PET/SPECT使用3回以上．

	プロジェクト名
	小動物用SPECT/CT装置FX-3000を用いた無採血定量解析法の開発

	利用予定の核種と動物(該当区分に○)
	動物
	 eq \o\ac(○,1).マウス
2.ラット
3.ラビット
	核種
	18F-FDG，18F合成有，11C合成有，64Cu合成有，68Ga合成有，
89Zr合成有，SPECT核種既製品，SPECT核種合成有

	研究計画
	【背景】SPECTやPETをはじめとした分子イメージング装置において、定量解析はイメージング装置として大きな意義を持つ。しかしながら、SPECTはPETと比較して定量性が悪いことが知られており、また定量解析のほとんどの場合において採血が必要であることから、小動物用SPECTにおいて定量解析の研究はほとんど行われていない。そこで、昨年度末に導入された小動物用SPECT/CT装置FX-3000 (TriFoil Imaging) を用いて、小動物用SPECTにおける無採血による定量解析法開発を目的とした研究を行う。また、申請者はSPECT使用経験が多く、大学院生および大学院進学予定の学部生も加えることで、分子イメージング研究遂行のための実践的教育も同時に行う。

【方法】SPECT撮像は、全てFX-3000を用いる。FX-3000性能として、3種類のコリメータにおける空間分解能・検出感度・濃度直線性・濃度均一性を99mTcO4-を用いて評価した。

マウスSPECTイメージングは、腎診断薬として汎用されている99mTc-mercaptoacetyltriglycine (99mTc-MAG3)を5週齢のICR雄性マウスにそれぞれ9.25, 18.5, 37, 74 MBq/200 Lを尾静脈投与し、20分間の経時的SPECT撮像を行った。また同時に採血を行い、血中放射能カウントを測定した。画像解析では、下大静脈・右心臓・左心臓・全心臓・腎臓に関心領域を置き、得られたSPECT値から時間放射能曲線 (Time-Activity-Curve:TAC)を描写した。2分間のX線CT撮像を行うことで、心臓の位置をより正確に求めた。得られたSPECT値より、集積量を定量的にそれぞれ算出することが可能であるか検討した。また、ヒトを対象とした臨床研究では血中カウントと全心臓における放射能カウントの近似することによって無採血解析が行われているため、マウスにおいても近似適用が可能かどうか確認した。

	得られた成果
	小動物用SPECT/CT装置FX-3000を用いて、3種類のコリメータにおける空間分解能・検出感度・濃度直線性・濃度均一性を99mTcO4-を用いて評価し、本装置の持つ性能を明らかにした。
99mTc-MAG3マウスイメージングでは、投与後早期の下大静脈・右心臓・左心臓・全心臓・腎臓の5か所における経時的な画像とSPECT値を得ることが可能であった。マウス心臓部における投与後早期の画像と放射能推移をSPECTで得たのは本検討が初めてである。それぞれから得たSPECT値からTAC を描写し、20分間の積算カウントと投与放射能を比較した結果は相関性に優れていた (R2>0.750)。SPECT値による全心臓-腎臓比は優れた直線性を示した (R2=0.82)。以上の結果から、腎臓における集積量を定量的に評価することが可能であった。また、採血法による血中カウントのTACと全心臓におけるTACを比較した結果、よく近似した (RSS=0.21)。これは、投与後早期の全心臓のSPECT値を算出することで、ヒトと同様に血中カウントに近似できることを示し、無採血解析に適用が可能であることを示唆した。
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本検討は、FX-3000の性能を明らかにし、SPECT解析から無採血法によって血中濃度を算出し、全心臓および腎臓の定量的解析法の根幹となる評価法を開発した。しかしながら、本検討はSPECT収集条件および投与する放射性薬剤を固定したため、異なる条件下における定量解析が可能となる「収集条件-核種が放出するカウント-臓器集積量」の多変数からなる数式を開発する必要があり、広く汎用できる無採血定量解析法にするためには今後さらなる検討が必要である。
また、本研究活動を通じて、大学院生3名・学部生1名に対して分子イメージング研究遂行のための教育も同時に行った。本研究の成果を学部生が筆頭演者として学会発表するなど、実践的な教育を行うことができた。

	本プロジェクトに関連した研究業績，知財，受賞等
	論文・研究発表
・CZT半導体SPECT/CT装置FX-3000の現状報告
檜垣 佑輔, 羽原 彰吾, 上田 真史, 榎本 秀一
第53回日本核医学会学術総会　TriFoilミーティング、平成25年11月8日、福岡
・CZT半導体SPECTを用いた99mTc-MAG3心クリアランスの画像化
羽原 彰吾, 檜垣 佑輔, 上田 真史, 神野 伸一郎, 榎本 秀一
日本薬学会第134年会、平成26年3月28日、熊本
知財

・なし
受賞等

・なし


	研究費の使途
	消耗品

・麻酔薬、マウス、有機溶媒、カラムなど：96万円
旅費
・なし
その他
・なし



· 研究業績については，論文名・著書名・著者名・学会誌名・巻（号）・最初と最後の頁・発表年（西暦）の各項目を記入してください。共同、共著の場合は全員を掲載順に記入し、研究組織メンバーに下線を付してください。In pressとなったもの以上を記入してください。

· 研究費の使途については内容を簡潔に記入してください。
· この様式のスペースの調整は構いませんが，全体で２ページに収まるように記入ください。
· 本報告書は，データファイルをメールで，森 泉 <hotetsu1@md.okayama-u.ac.jp>までお送りください。
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